関東支部第一回改革検討委員会(改革委員会)議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成、2018.2.10
事務局　中村　享二
Ⅰ．実施日時、H29(2018).1.31　15:20-16:40
Ⅱ．場所、東京ｶﾞｽ四谷ｸﾗﾌﾞ
Ⅲ．参加者、
・改革委員、1.内堀副会長2. 中村征部会3.荒木副会長4.人見副会長5. 沢崎監査役6. 内堀(栄)幹事
7. 押兼幹事8.中村 (坂田部会長欠席)
・ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ、1.杉崎会長2.小林部会長 3.三浦部会長4.葛原幹事5.滝沢幹事6.上ノ山幹事7.竹内幹事
8.高野幹事9.高橋幹事10.一之瀬幹事11.柳沢幹事12.坂口幹事13.佐藤相談役
Ⅳ．議事内容：
1． 事務局資料に基づき関東支部設立経緯と主な出来事の確認と共有。
　　　
　２．同窓会としての望ましい姿(目指す姿)として以下の3項目を委員会としての共通目標とすることを
　　　全員で承認。
　　　①同窓会各種行事にはなるべく多くの会員に参加して頂く事が望ましい。
　　　②参加頂いた会員には同郷･同窓意識の元､親睦を深め楽しんでもらうことが大切である。
　　　③本同窓会が末永く継続、発展して行ってほしい。
 
3． 現状を踏まえ、各委員及びオブザーブ役員より改善点等の発表
・主な意見
<会則･会運営関連>
①.役員の選び方､数(分り易く/少なく/各科均等良い/良くない/定期制/立候補制/選出方複雑分り
難い)
②.役員機能役割責務不明確(分り難い/連絡ない人も)｡役員参加会合多い｡
③.会の性格､何をするかを明確に｡部会の位置付け矛盾(関東部会ﾍﾞｰｽであり/本部無し)｡部会定例化
が良｡会議体内容実態と乖離矛盾あり。
④.会の名称変更を｡名称実態と乖離｡会則内容見直しを｡卒業生以外の会員制も(特別会員･縁故者/
教職員等)｡会員資格等明確にした上で弾力運営を。
⑤.本部との関係は敢て変える必要ない(今のままで良い)
<総会他事業実施関連>
　　 ①.参加者/若い人少｡40年台卒少｡酒席興味なし対策要｡参加して楽しくない
②.総会内容見直し(歌手やめ/会員出番/新人紹介/同期会兼)基調講演難｡場所探を。上手くいっている
科参考に｡
③.会合会費安く｡赤字対策を｡運営原資確保｡役員会運営軽減を｡本部助成金なし
④.会員に関心ある行事を
  <会活動告知名簿管理関連>
     ①.PR不足(やっている事/内容)｡ 発信少｡活動知らない人いる｡先ずは声掛けを｡
②.工夫要｡どうしたら参加｡一度出て良さを｡先輩後輩活用｡家族情報｡同期は集る｡母校連携｡卒業式/
千曲祭活用｡HCD(ﾎｰﾑｶﾐﾝｸﾞﾃﾞｰ)／ HP活用｡会報以外も｡等々
③.ｺｽﾄ考慮のやり方を(ハガキ減/対象絞込)将来見据えた対応
④.会員状況/情報把握を｡名簿管理科でﾊﾞﾗﾊﾞﾗ｡不参加で会費納入有

  ４．確認、決定事項
　　①支部の現状確認、発表結果等より同窓会活動を継続発展させて行く為にもその指針となる
　　　会則改訂を行う事を全員で確認する。
　　②出された改善点等ですぐにでも実施可能な事は実施してゆく(総会内容見直し等) 

　５．次回に向けて
　　①各委員の会則改善案を持ち寄り協議検討することとする。
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